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研究成果の概要（和文）： 
琉球宮古方言は消滅危機言語に数えられ、他の琉球方言と同様、一刻も早い言語の正確な記録

が求められている。本研究では、かつて調査された名詞語彙の言語地図作成を行い、宮古方言

の地域的な特徴が視覚的に明らかになるようにした。また、これまで研究が手薄であった動詞

の活用変化に焦点を当てた臨地調査を広範囲にわたる地点で行い、宮古方言の基本文例を数多

く収集した。新たに収集したデータを言語地図化する作業は現在進行中である。 
 
 
研究成果の概要（英文）： 
The Miyako dialects of Ryukyuan are regarded as endangered languages and, like other 
Ryukyuan dialects, it is important that they be recorded as soon as possible.  This study 
has visually clarified the regional characteristics of the Miyako dialects by making 
linguistic maps of nouns which have already been collected and researched in past 
fieldwork.  In addition, widespread fieldwork, which focused on the under-researched 
verbal conjugation of Miyako dialects, was undertaken and many basic sentences of Miyako 
dialects were successfully collected.  Other linguistic maps are now being drawn on the 
basis of the newly collected data. 
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１．研究開始当初の背景 

従来の宮古方言研究は、宮古島の中心地の
平良方言、伊良部島方言、池間島方言、多良
間島方言の研究が中心で、それ以外の地域の
方言の研究は少なく、地域的に偏りがあった。
そのため、宮古方言全体の概要の把握も十分
ではなく、宮古方言の下位区分も確定されて
おらず、宮古方言全体を対象にした研究が必
要であった。特に、動詞活用は宮古方言にお
いて研究が遅れている分野の一つであり、話
者の高齢化、過疎の進行のために臨地調査を
急ぐ必要があった。 
 
２．研究の目的 
 宮古諸島全集落の臨地調査で得られた調
査語彙項目（本研究以前の調査も含む）を随
時入力して整理し、言語地図作成の基礎資料
とする。また、パソコン上で宮古の言語地図
を作成し、試作・討論・更新を重ねて改良し
ていく。宮古方言を特徴づける項目について
は言語学の観点から詳しい解説を施し、研究
の深化および一般公開を図る。言語地理学的
な分布の分析を通して宮古方言全体の音韻
的特徴、文法的特徴を明らかにして下位区分
を行なうと同時に、宮古方言の歴史的形成過
程を解明する。奄美方言、沖縄方言との比較
研究、本土方言、および古代日本語と関連付
けた研究の基礎をつくる。 
 
３．研究の方法 
 宮古諸方言の語彙調査は、1980～1990 年
代、沖縄言語研究センター（研究機関名）が、
『琉球列島の言語の研究 全集落調査票』
（約 200 語の調査項目。以下、『全集落調査
票』）を用いて行っているが、その調査項目
のほとんどが名詞であり、動詞についてはき
わめて限定的であった。本研究では、調査済
の『全集落調査票』のデータをデジタル化・
言語地図化すると同時に、「動詞活用調査票」
を新たに作成し、それに基づいて臨地調査を
行うこととした。この「動詞活用調査票」は、
名詞や助詞なども同時に調査できるように
なっている。新たに得られたデータについて
も随時パソコンへの入力を進め、宮古諸方言
の言語地図を作成する。特筆すべき点には解
説を施し、宮古諸方言の下位区分とその形成
過程、地域ごとの特性を解明してゆく 
 
４．研究成果 
 研究期間内の３年間に、宮古地域における
次の 41 地点の臨地調査を実施した。佐良浜・
佐和田・長浜・国仲・仲地・伊良部（以上、
旧伊良部町）、川満・洲鎌・上地・与那覇・
来間・嘉手苅（以上、旧下地町）、野原・宮

国・新里（以上、旧上野村）、水納・塩川・
仲筋（以上、多良間村）、池間（前里）・狩俣・
大神・島尻・大浦・西原・荷川取・西仲宗根・
東仲宗根・下里・西里・久貝・松原（以上、
旧平良市）、砂川・友利・福里・長間・比嘉・
新城・皆福・七又・西東・保良（以上、旧城
辺町）。 
この中には従前あまり方言調査されてこ

なかった地点も含まれる。本研究以前に行わ
れた沖縄言語研究センターによるデータと
本研究で得られたデータをもとに多数の言
語地図を試作した。臨地調査および作成され
た言語地図の分析を通して、以下のことが明
らかになった。 
 
 (1)大神方言は、他の宮古諸方言と比べて、
有声音の無声化が著しく、例えば、/dz/の音
は、環境によって/k/になったり、/t/になっ
たりしている。このために他の宮古諸方言と
は異なる孤例が多くなっている。 
 
 (2)多良間系方言（水納・塩川・仲筋）は、
直音の拗音化（サ→シャなど）という点など
で、他の宮古諸方言と異なる語形を示す。し
かしながら、語末の/L/への成節子音化とい
う点では、旧伊良部町の多くの方言と共通す
る部分をもつ。 
 
 (3)伊良部方言（佐和田・長浜・国仲・仲
地・伊良部）は、全体として共通の特徴を見
せ、ひとまとまりのグループとして宮古諸方
言の下位方言として位置づけられそうであ
る。しかしながら、先述した多良間系方言と
のつながりのほか、破擦音/ks/が/ts/になる
こと、連母音が融合しないこと（伊良部方言
の一部を除く）など、池間系方言や宮古周辺
部方言（特に宮古南部方言）とのつながりを
示す例も多く、今後さらなる検討が必要とさ
れる 
 
 (4)池間系方言（池間・佐良浜・西原）は、
佐良浜・西原の集落が池間島からの移住によ
って成立するなど、歴史的な共通性が知られ
ている方言である。今回の調査研究において
も、ハ行ｐ音の喪失、中舌母音（舌尖母音）
の喪失傾向などが共通に認められ、共通の特
徴をもつ諸方言として、一つのグループにま
とめることができる。 
 
 (5) 上記以外の宮古島を中心とする諸方
言は、宮古周辺部方言と宮古中央部方言に大
きく分類でき、さらに宮古周辺部方言は宮古
北部方言と宮古南部方言に細かく分類でき
そうである。 



 
 (6) 宮古周辺部方言は、破裂音/t/の/ts/
への破擦音化、連母音の非融合という点で中
央部方言と異なる特徴を持つ。このうち、特
に宮古北部方言においては、成節的子音/M/
の喪失傾向、破裂音/p/の/b/への有声化、重
子音/ff/の喪失傾向、子音/f/に中舌母音が
続くことなど、他とは異なる独特の現象が観
察される。 
 
宮古言語地図の一例（子） 
宮古北部方言が他と異なる語形を示す。 

 (7) 宮古中央部方言のうち、久貝・松原の
方言に独自の語彙が多く見られた。例えば、
親族語彙に焦点を当てると、「父」は「アー
ザ」、「母」は「アーニ」、「祖父」は「ウパー
ザ」 祖母は「アーマ」と記録され、他地域
と異なる語形を示している。 
 
 (8)臨地調査を行った地点のうち、８つの
地点の調査が完遂できていないので、今後も
可能な限り調査を継続し、調査の完遂に努め
たい。当該の方言の流暢な話し手を見出すこ
とが困難になっているという報告も受けて
いる。調査は緊急性を要するが、今後も地元
の協力を仰いで態勢を整えていきたい。 
 
 (9)言語地図作成には一般公開も考慮して
市販ソフト FileMakaerPro を利用したが、特
殊記号の扱い、汎用性の問題などにおいて課
題が残った。また、当初の研究計画において
は、宮古・八重山を合わせた南琉球全体の言
語地図を作成する予定であったが、そのこと
も果たせなかった。これについても今後の課
題とし、琉球列島全域の言語地図作成に向け
た取り組みを継続したい。 
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 東京外国語大学大学院・総合国際学研究科

博士後期課程在籍 

大森 一郎（OMORI ICHIRO） 

 沖縄県立辺土名高等学校・教諭 

當山 奈那（TOYAMA NANA） 

 琉球大学大学院・人文社会科学研究科後期

課程在籍 
田代 竜也（TASHIRO TATSUYA） 

 琉球大学大学院・人文社会科学研究科前期

課程在籍 

當銘 千怜（TOME CHISATO） 

 琉球大学・法文学部卒業 
平良 尚人（TAIRA NAOTO） 

 琉球大学・法文学部在籍 
金城 絵里香（KINJO ERIKA） 

 沖縄国際大学大学大学院・地域文化研究科

在籍 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 


